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パ
リ
の
風
景
を
拙
く
洋
画
家
西
村

功
さ
ん
の
喜
寿
を
記
念
し
て
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
退
月
２
日
、
海
文
堂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
は
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
廻
日
ま
で
行
わ
れ

た
個
展
の
初
日
。
独
特
の
タ
ッ
チ
で

描
か
れ
た
パ
リ
の
日
常
や
人
物
に
囲

ま
れ
た
西
村
さ
ん
を
フ
ァ
ン
が
祝
っ

た
。

万
歳
と
い
う
年
齢
な
が
ら
、
い
た

っ
て
お
元
気
そ
う
な
西
村
さ
ん
。
特

製
の
バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー
キ
に
点
さ
れ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
を
勢
い
よ
く
吹
き
消
す

場
面
も
。
語
ら
ず
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
が
西
村
さ
ん
の
言
葉
を
代
弁

し
て
い
た
。

☆
新
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
発
見

松
本
小
銀
杏
個
展
開
か
れ
る

☆
喜
寿
を
祝
っ
て

西
村
功
個
展
開
か
れ
る

〃Ｌ－

現
代
美
術
家
・
元
永
定
正
さ
ん
が

舞
台
を
使
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰

り
広
げ
る
「
元
永
定
正
舞
台
空
間
展
」

が
ｎ
月
”
日
、
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

前
衛
美
術
グ
ル
ー
プ
「
具
体
美
術
協

会
」
時
代
に
考
案
さ
れ
た
《
煙
の
輪
〉

や
《
の
び
る
》
《
ス
パ
ン
コ
ー
ル
人

間
》
の
ほ
か
新
作
も
加
わ
り
、
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
舞
台
に
現
れ
る
ご
と
に

客
席
か
ら
感
嘆
の
声
が
も
れ
た
。

「
舞
台
空
間
展
が
新
し
い
個
展
の
か

た
ち
と
し
て
理
屈
抜
き
に
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
元
正
さ
ん
。

「
理
屈
抜
き
と
い
う
の
は
い
い
面
と

悪
い
面
が
あ
る
と
は
思
う
け
ど
、
思

想
が
な
い
こ
と
と
は
違
う
と
思
う
。

自
分
の
世
界
の
中
で
、
元
永
流
の

『
具
体
』
の
精
神
を
も
ち
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
（
舞
台
空
間

展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

☆
い
ろ
と
か
た
ち
と
け
む
り
と
お
と

舞
台
に
立
っ
た
元
永
定
正
作
品
群

&．

’…
血
一

生ｎN

ポ
ッ
プ
で
キ
ュ
ー
ト
な
色
使
い
と
、

独
特
の
線
で
描
か
れ
る
顔
。
そ
の
作

こ
い
ち
上
う

者
松
本
小
銀
杏
さ
ん
の
初
の
個
展
が

い
く
た
筋
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ブ

「
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」
で
開
か
れ
た
。

小
銀
杏
さ
ん
は
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
専
門
学
校
在
学
中
に
講
師
と
し
て

訪
れ
た
両
家
の
寺
門
孝
之
さ
ん
に
術

盤
を
受
け
、
絵
画
を
学
ぶ
よ
う
に
な

る
。
現
在
で
は
寺
門
さ
ん
の
お
弟
子

さ
ん
で
あ
り
、
「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
」
と
い
う
小
銀
杏
さ
ん
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も

あ
る
、
２
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
神
案
術
家
。

「
２
０
０
０
年
は
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
お
客
さ
ん
を
増
や
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
絵
も
描
き
た
い
」
と
、

熱
く
語
る
小
銀
杏
さ
ん
は
ま
だ
塑
歳
。

今
後
が
楽
し
み
な
神
戸
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
。

☆
す
べ
て
の
感
情
を
表
現
し
て

高
演
寛
子
の
等
身
大

＝

過
去
数
年
間
に
描
か
れ
た
作
品
を

は
じ
め
、
新
作
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
「
ゼ
ン

マ
イ
カ
ム
パ
ニ
ー
」
の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
が
、
ク
レ
パ
ス
を
使
っ
て
描
か

れ
た
も
の
が
多
く
、
微
妙
な
色
彩
と

力
強
い
タ
ッ
チ
が
入
り
交
じ
っ
た
作

品
群
を
み
て
、
「
泣
き
出
し
て
し
ま
う

人
も
い
た
」
と
い
う
。
「
自
分
の
感
情

に
対
し
て
正
直
で
あ
る
こ
と
、
自
分

の
な
か
で
移
り
変
わ
っ
て
い
く
も
の

を
等
身
大
で
表
現
し
た
い
」
と
話
す

高
漬
さ
ん
だ
が
、
す
べ
て
は
「
勇
気

を
も
っ
て
生
き
て
い
く
」
と
い
う
基

本
姿
勢
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
り
、

作
品
で
あ
っ
た
。

小
誌
の
イ
ラ
ス
ト
で
も
お
な
じ
み

両
家
の
高
漬
浩
子
さ
ん
の
個
展
が
ト

ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
廻
月
４
日
か

ら
９
日
ま
で
開
か
れ
た
。

7曲

Ⅱ

一
雪
・
画
？

雪
．
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諏戸ファッション市民大学ＯＢによるクループ神戸のファッション都市化をめざす
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諏戸ファッション市民大学ＯＢによるクループ神戸のファッション都市化をめざす
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事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８

ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内

TEL､078-331-2246

FＡＸＯ７８－３３１－２７９５

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８

ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内

TEL､078-331-2246

FＡＸＯ７８－３３１－２７９５

新春に思う新春に思う
ＫＦｓ会長石：原暁美ＫＦｓ会長石：原暁美

いよいよ2000年の幕開けである。これ

からの100年、社会はどのような進歩をし

てゆくのであろうか。私達が体験してき

た２０世紀の100年はまことに考えられない

ほどの進歩を遂げた。夢物語であった月

へ人類が第一歩を記し、瞬時に世界の

人々と会話がで堂る世の中になった。

日々進歩し高度化してゆく科学技術の発

いよいよ2000年の幕開けである。これ

からの100年、社会はどのような進歩をし

てゆくのであろうか。私達が体験してき

た２０世紀の100年はまことに考えられない

ほどの進歩を遂げた。夢物語であった月

へ人類が第一歩を記し、瞬時に世界の

人々と会話がで堂る世の中になった。

日々進歩し高度化してゆく科学技術の発

弓弓

宍ﾐ皇寓言～宍ﾐ皇寓言～

卓越技能賞を受賞した

田中誠司さん

卓越技能賞を受賞した

田中誠司さん

△△

達の中で、人々の

生活はますます復

椎を極め、それぞ

れに対応を強いら

れ、それに伴う社

会のいろいろなひ

ずみも出ているの

が現状である。

達の中で、人々の

生活はますます復

椎を極め、それぞ

れに対応を強いら

れ、それに伴う社

会のいろいろなひ

ずみも出ているの

が現状である。
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1973年、ファッション都市化をめざす

神戸市の開講したブァッション市民大学

の卒業生によって結成された神戸ファッ

ションソサエティも４半世紀にわたる活

助の傍ら、急速に映りゆく時代の中で共

に学び研錨を積んできた。この技術や経

験を、今社会が必要としている技術者の

育成や高齢化社会における福祉のファッ

ション等、ＫＦＳのやるべき事は多い。

既に会員の元会長荒津正美さんは初代

のマイスターに認定され後進の指導育成

に、また国から現代の名工として卓越技

能賞を受賞した田中誠司さんも紳士服部

門でキャラバン隊を組み、県下の中学校

をまわって若い技術者の育成に取り組ん

でいる。

1973年、ファッション都市化をめざす

神戸市の開講したブァッション市民大学

の卒業生によって結成された神戸ファッ

ションソサエティも４半世紀にわたる活

助の傍ら、急速に映りゆく時代の中で共

に学び研錨を積んできた。この技術や経

験を、今社会が必要としている技術者の

育成や高齢化社会における福祉のファッ

ション等、ＫＦＳのやるべき事は多い。

既に会員の元会長荒津正美さんは初代

のマイスターに認定され後進の指導育成

に、また国から現代の名工として卓越技

能賞を受賞した田中誠司さんも紳士服部

門でキャラバン隊を組み、県下の中学校

をまわって若い技術者の育成に取り組ん

でいる。

ＫＦＳ会長

石原暁美さん

ＫＦＳ会長

石原暁美さん

衣食住遊の異業種の会員の集まりであ

る本会はそれぞれの分野で自らの技術を

生かし、２１世紀を担う次世代の人達を育

む手伝いをしたいと願っている。

衣食住遊の異業種の会員の集まりであ

る本会はそれぞれの分野で自らの技術を

生かし、２１世紀を担う次世代の人達を育

む手伝いをしたいと願っている。

◆ＫＦＳ新年会●◆ＫＦＳ新年会●

日時／２０００年１月１４日(金）日時／２０００年１月１４日(金）

1Ｂ：３０～1Ｂ：３０～

会費／７０００|器会費／７０００|器

場所／中国酒家トアロード店場所／中国酒家トアロード店

神戸市中央区北長狭通３．１２．１神戸市中央区北長狭通３．１２．１

盃０７８．３９１．５５３７盃０７８．３９１．５５３７

ママといっしょにママといっしょに
佐

産

匪
開

刃刃 あかちやん：水島さくらちゃん
（平成11年９月25日生まれ）

お兄ちゃん：青冒之介くん(7歳）

ママ:奈穂さん

｢偶然にもお兄ちゃんと同じ誕生日になりました。
二人仲良く元気に育ってネ」

あかちやん：水島さくらちゃん
（平成11年９月25日生まれ）

お兄ちゃん：青冒之介くん(7歳）

ママ:奈穂さん

｢偶然にもお兄ちゃんと同じ誕生日になりました。
二人仲良く元気に育ってネ」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通41-15

TEL:078-575-1024(病室T日-,78-577-7034）

市バス上沢４１亭南スグ
●駐車場完備●

神戸市兵庫区中道通41-15

TEL:078-575-1024(病室T日-,78-577-7034）

市バス上沢４１亭南スグ
●駐車場完備●
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アシェット婦人画報社

定価3000円

ｑＦ十

隈

垂些竺当竺雪起Ｉ

淀
川
長
治
さ
ん
と
の
交
友
録

船
曳
敬
子

「
も
っ
と
映
画
を
見
な
さ
い
’
」
と
淀
川

先
生
の
大
き
な
声
が
天
国
か
ら
聞
こ
え
て

き
そ
う
な
本
。
横
浜
の
「
映
画
の
友
・
友

の
会
」
を
通
じ
て
、
先
生
と
の
“
数
年
間

の
お
つ
き
あ
い
の
な
か
か
ら
学
ん
だ
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
、
友
の
会
の
船
曳
さ
ん
が
一
周

年
の
十
一
月
十
一
日
に
発
行
し
た
交
友
録
。

淀
川
先
生
の
誠
実
で
素
晴
ら
し
い
映
画
人

生
が
イ
キ
イ
キ
と
物
語
ら
れ
て
い
る
．

「
他
人
歓
迎
」
「
苦
労
来
い
」
「
私
は
い
ま

だ
か
っ
て
嫌
い
な
人
に
逢
っ
た
こ
と
が
な

い
」
ウ
ィ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
言
葉
が
な

つ
か
し
く
淀
川
フ
ァ
ン
必
読
の
一
冊
。

淀
川
長
治

と
の
交
友
録

神戸新聞総合出版センター

952円十税

ｑｑｐＵ■■ｐ■｡■Ｕｒｒ■■▽毎■■■■守宮■■■Ｐ■■

|もっと極…さ‘,Ｉ
凸凸凸凸■■凸■凸凸凸阜凸凸凸■垂■■■ｅ垂●ｅ全凸■■4

神
鍵
ｍ
ｍ
ｍ

ｑ
Ｒ
〕
〔
ロ
〔
己
［
ロ
〔
ロ

ｒ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
耐

長
治
さ
ん

股
曳
敬
子 kSelectio

kSelectio
kSelectio

司矧

日本図書刊行会近代文芸社

1500円十税

アシェット婦人画報社

2520円

神
戸
に
、
高
取
山
と
い
う
山
が
あ
る
。

た
か
と
り
さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
う

呼
ん
で
い
る
。
…
神
撫
山
と
も
呼
ば
れ
、

滋
に
在
る
長
田
神
社
の
か
む
な
ぴ
で
あ
っ

た
。
「
か
む
な
で
」
の
里
は
、
幼
い
わ
た
し

た
ち
の
ま
ほ
ろ
ば
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
そ

こ
で
、
む
ご
た
ら
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。

人
間
は
受
苦
的
存
在
と
い
う
も
の
の
、
荒

涼
た
る
ひ
と
撫
で
だ
っ
た
。
Ｉ
倣
よ
り

韮
水
区
に
住
む
季
村
敏
夫
の
詩
集
。
悲

し
み
の
記
憶
と
在
る
者
の
声
を
透
明
な
印

象
で
書
き
つ
づ
る
。

土
地
の
形
に
よ
り
そ
い
／
時
の
起
伏
を

身
に
受
け
…

天
使
の
カ
レ
ン
ダ
ー

絵
／
寺
門
孝
迄
文
／
三
枝
克
之

一
月
一
日
は
曙
の
天
使
。
一
月
二
日
は

夢
殿
の
天
使
。
一
月
三
日
は
織
祷
の
天
使
。

；
尚
レ
メ

一
月
四
日
は
日
記
を
つ
け
る
天
使
。
一
月

五
ｎ
は
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
天
使
…
と
い
つ

か
む
な
で

季
村
敏
夫

DaysQfAngeIs

Yj輯鴛：

悪鳥.癖
リトル･モア社

1500円十税

識
…
§

か
む
蛍
で

捜舜山田

2500円十税

た
具
合
に
「
こ
こ
ろ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る

三
百
六
十
六
の
天
使
た
ち
」
が
寺
門
孝
之

の
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
絵
と
三
枝
克

之
の
キ
ラ
キ
ラ
光
天
使
像
の
コ
ピ
ー
で
、

美
し
く
夢
の
よ
う
な
世
界
を
創
出
し
て
元

気
づ
け
て
く
れ
る
。

「
こ
の
本
の
天
使
の
中
に
、
二
十
一
世
紀

を
生
き
て
い
く
あ
な
た
を
見
守
っ
て
く
れ

そ
う
な
守
護
天
使
を
見
つ
け
て
１
，
」
と
三

枝
さ
ん
。
君
の
誕
生
天
使
を
見
つ
け
よ
う
。

花
と
器
ｌ
「
似
た
者
同
士
の
仲
良
し
も
、

ラ
イ
バ
ル
も
、
ご
近
所
さ
ん
も
、
育
ち
の
違

う
子
ど
も
た
ち
も
…
。
私
の
お
仲
人
で
ベ

ス
ト
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
。
」
ｌ
本
文
よ
り

小
原
流
の
若
手
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
い

け
ば
な
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
の
初

の
作
品
＆
エ
ッ
セ
イ
集
。
撮
り
お
ろ
し
の

作
品
の
花
々
や
感
性
ゆ
た
か
な
エ
ッ
セ
イ

は
み
ず
み
ず
し
く
、
私
た
ち
の
心
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
る
。

ツ
キ
を
呼
ぶ
開
運
美
人
の
つ
く
り
方

朱
麗
華

人
相
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
幸
運
顔
に
な

れ
る
「
開
皿
メ
イ
ク
」
、
気
の
力
で
ス
リ
ム

一
花
一
葉
ぃ
ち
り
ん
の
は
な
．
い
ち
ま
ぃ
の
は

工
藤
亜
美

国際涌信社

1400円十税

葉
鮎呈凡

『
宇
今
ｂ
日
■
！
ｊ
ザ
一

服
肺
”
“
舘
叫
誰
即
●
伽
言
●
■

東方出版

3000円

隔
離
搾
浬
唖

Ｚ

能
姿
和
紙
人
形

上
田
英
子
作
品
集

著
者
は
神
戸
の
観
世
流
能
楽
師
・
故
上

田
照
也
氏
夫
人
で
あ
り
、
能
楽
師
・
上
田

賞
弘
、
拓
司
、
公
威
、
大
介
四
兄
弟
の
母

上
．
「
ゆ
し
ま
の
小
林
」
の
千
代
紙
で
三
十

年
前
か
ら
「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
能
楽

を
」
と
い
う
照
也
師
に
感
化
さ
れ
、
能
の

舞
台
姿
を
和
紙
人
形
・
華
サ
ー
ク
ル
正
師

範
と
し
て
昭
和
三
十
年
か
ら
創
作
を
始
め
、

こ
の
ほ
ど
作
品
集
を
出
版
。

に
な
る
「
開
迎
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
、
開
迎
の
コ

ツ
を
つ
か
む
「
九
星
気
学
」
な
ど
、
あ
な

た
の
「
き
れ
い
」
と
王
を
」
を
し
っ
か
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
情
報
満
戦
。
「
九
星
気

学
で
は
二
○
○
○
年
は
『
美
人
の
年
匡
と

著
者
。
秘
伝
術
で
あ
な
た
も
開
運
美
人
！

＃
．

本
書
の
、
吉
野
夫
人
や
船
弁
慶
な
ど
の

紙
人
形
は
、
能
の
世
界
と
と
も
に
生
き
て

き
た
魂
を
持
つ
感
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

作
品
解
説
は
中
川
洋
子
さ
ん
。
作
品
集
の

出
版
は
、
あ
の
世
の
照
也
師
が
一
番
喜
ば

れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

菖唖

爵v
ｕ

毎Ｎ４ｒ

Ｉ

く
ら
し
を

両
。
■
同
唖
，

私
の

■
Ｅ
＄
ａ
ｒ
室

移
動

理
屈
で
は
人
は
動
か
な
い
。
経
営
に
も

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
物
語
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
灘
神
戸
生
協
（
現
コ
ー
プ
こ
う
べ
）
で

消
費
者
問
題
や
生
協
の
男
女
共
同
参
画
問

題
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
の
活
動
録
。

願
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
私
の
移
動
祝
祭
日

絵
と
文
／
玉
村
豊
男

．
見
百
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
た
た
ず
ま
い

を
見
せ
る
街
の
よ
う
す
に
惑
わ
さ
れ
そ
う

に
な
る
が
、
本
当
は
、
パ
リ
と
い
う
の
は

つ
ね
に
時
代
の
先
端
を
休
ま
ず
に
走
る
現

代
都
市
な
の
だ
。
」

鮮
や
か
な
水
彩
画
と
酒
落
た
エ
ッ
セ
イ
で

パ
リ
の
街
を
描
く
、
玉
村
豊
男
の
最
新
エ

ッ
セ
イ
画
集
。

く
ら
し
を
つ
く
る

ｌ
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
女
性
た
ち
の
歩
み

湯
浅
夏
子守

『
毎
山
回
屋
９
。
■
凸

つ
唇
く
．
一
る

糊
洩
夏
子
苫

可
冒
…
Ｉ
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「
カ
メ
イ
さ
ん
、
白
浜
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
行
き
ま
し
ょ
う
よ
！
」

と
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
王
子

動
物
園
見
学
遠
足
を
催
し
た
の
は
ｎ
月
”
日

土
蝿
日
。
今
回
も
釦
家
族
で
打
ち
切
り
。
ニ

コ
ニ
コ
の
み
な
さ
ん
と
園
内
を
散
策
。

「
ほ
ら
、
こ
こ
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
舎
建

設
工
事
現
場
で
す
」

２
０
０
０
年
の
４
月
に
は
、
２
頭
の
パ
ン
ダ

が
中
国
か
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
は
各
誌
で
報

じ
ら
れ
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
で
し
た
。

新
猛
獣
の
新
築
工
事
と
パ
ン
ダ
舎
の
突
貫

工
事
で
、
園
内
が
少
々
狭
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
お
詫
び
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
か
ら
コ

ア
ラ
、
そ
し
て
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
、
カ
ワ
ウ
ソ
、

ア
シ
カ
池
と
い
う
道
順
で
、
足
を
と
め
て
は
秘

話
に
耳
を
傾
け
、
ビ
デ
オ
撮
影
す
る
人
や
メ

モ
す
る
学
童
た
ち
。

ツ
ル
や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
１
本
足
に
な
っ
て
い

る
の
は
寒
い
か
ら
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。
真
夏

の
釦
度
を
越
す
暑
い
日
に
も
、
１
本
足
に
な

っ
て
頭
を
ク
ル
リ
と
羽
の
下
に
入
れ
て
い
る
。

な
に
も
ツ
ル
だ
け
で
は
な
い
よ
。
カ
モ
も
ガ
チ

ョ
ウ
も
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
１
本
足
（
脚
）
で
頭
を
入

れ
て
い
ま
す
。

「
あ
れ
は
、
寝
姿
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い

る
と
い
う
意
味
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

日
本
初
ク
ロ
サ
イ
誕
生
は

介
添
え
交
尾
だ
っ
た

説
明
の
さ
な
か
、

寡
」
苦
労
さ
ん
で
す
」

ノ
‐
１

卜

■
Ⅲ
角
ｙ
（
凸

Ｆ

癖珪謹

＝

2年前まではこんなにおとなしかったオスのマック(右)も今や適齢期

1１，

１

一一弓＝

ボ
ク
の
好
き
な
後
輩
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に

ウ
キ
ウ
キ
。
そ
し
て
サ
イ
舎
前
で
は
、
去
る

８
月
哩
日
、
名
古
屋
東
山
動
物
園
で
、
日
本

で
は
妬
年
振
り
に
ヨ
ロ
ィ
姿
の
イ
ン
ド
サ
ィ
が

誕
生
し
た
と
い
う
う
れ
し
い
話
。
そ
し
て
、

か
つ
て
は
こ
の
場
所
で
、
日
本
初
の
ク
ロ
サ
イ

誕
生
に
成
功
し
た
こ
と
。

子
サ
イ
で
来
園
し
た
ト
ミ
ー
と
マ
ミ
ー
は
、

性
的
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
適
齢
期

を
迎
え
た
メ
ス
の
発
情
に
、
若
い
オ
ス
は
さ
か

ん
に
マ
ウ
ン
ト
を
く
り
か
え
し
ま
し
た
が
、
不

成
功
の
ま
ま
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
と
い
う
情
け

な
い
オ
ス
だ
っ
た
の
で
す
。

も
し
、
自
然
交
尾
を
待
っ
て
い
た
ら
分
か

り
ま
せ
ん
。
結
局
は
１
年
４
ヵ
月
も
マ
ウ
ン

ト
を
く
り
か
え
寸
ぽ
か
り
（
鰹
外
射
稗
也
。

１1１，

１

!Ｌ｛
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力
、
キ
リ
ン
、
カ
バ
、
サ
イ
た
ち
の
子
は
、
生

後
釦
分
も
す
る
と
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
は
じ
め
、
５

時
間
も
す
れ
ば
親
に
つ
い
て
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
早
生
型
の
子
な
の
で
あ
り

ま
す
よ
。

「
そ
れ
で
は
、
次
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

イ
ン
ド
ゾ
ウ
や
マ
ッ
ク
と

ズ
ゼ
の
本
交
尾

「
ゾ
ウ
さ
ん
が
、
さ
か
つ
て
る
！
」

大
声
で
言
っ
て
く
れ
た
の
が
小
５
の
男
児

だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

「
シ
ー
」

も
ち
ろ
ん
静
か
に
見
て
や
っ
て
く
れ
る
こ

メスのズゼにいいよるオスのマック

計
５
頭
が
育
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
妊
娠

期
間
は
約
躯
ヵ
月
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
春
、
神
戸
王
子
動
物
園
で

日
本
初
の
イ
ン
ド
ゾ
ウ
誕
生
が
…

ア
メ
リ
カ
の
デ
イ
ッ
カ
ー
ソ
ン
パ
ー
ク
動
物

園
で
は
１
９
９
９
年
５
月
Ⅳ
日
に
オ
ス
の
ア
ジ

ァ
ゾ
ウ
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
ま
す
（
妊
娠
期
間

６
４
３
日
）
・
さ
ら
に
人
工
授
精
に
よ
る
初
め

て
の
妊
娠
の
成
功
が
確
認
さ
れ
、
１
９
９
９

年
ｎ
月
に
は
出
産
予
定
で
あ
る
こ
と
を
、
同

園
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士
（
獣
医
で
繁
殖
生
理
学

者
）
が
第
３
回
国
際
ゾ
ウ
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
神
戸
が
先
だ
と
夢
見
て

い
ま
す
が
、
徳
島
動
物
園
で
の
セ
イ
ロ
ン
ゾ
ウ

「
今
だ
！
」

背
に
乗
っ
た
オ
ス
の
ペ
ニ
ス
を
人
手
で
挿
入

し
て
や
っ
た
こ
と
で
、
ト
ミ
ー
は
そ
の
後
自

力
交
尾
を
学
習
し
、
１
９
６
３
年
、
月
蝿
日

日
本
初
の
イ
ン
ド
サ
イ
の
出
産
で
繁
殖
賞
を
受

け
、
そ
の
後
も
第
２
産
、
第
３
産
に
成
功
し

た
の
で
す
。

サ
イ
も
キ
リ
ン
も
そ
し
て
カ
バ
も
、
立
っ
た

ま
ま
子
を
産
む
瞬
間
の
話
に
み
な
さ
ん
感
激
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
、
オ
オ

カ
ミ
た
ち
の
子
は
開
眼
で
、
弱
々
し
い
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
食
肉
性
の

動
物
の
子
は
弱
々
し
い
晩
生
型
の
子
で
す
。

一
方
、
草
食
性
で
猛
獣
に
襲
わ
れ
る
カ
モ
シ

一

届､目

と
を
お
願
い
し
た
ら
、

「
カ
メ
イ
さ
ん
、
い
つ
赤
ち
ゃ
ん
生
ま
れ
る

の
！
」こ
の
『
ズ
ー
ム
イ
ン
ズ
ー
』
池
３
９
０
に
、

〈
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
誕
生
〉
と
題
し
て
、
次
に
生

ま
れ
る
の
は
徳
島
動
物
園
の
セ
イ
ロ
ン
ゾ
ウ
夫

婦
な
の
か
、
一
度
流
産
を
経
験
し
て
い
る
豊

橋
動
物
園
の
イ
ン
ド
ゾ
ウ
夫
婦
な
の
か
、
は
た

ま
た
神
戸
の
マ
ッ
ク
と
ズ
ゼ
夫
婦
な
の
か
を

記
し
た
ば
か
り
で
し
た
。

弘
年
前
に
宝
塚
動
物
園
で
イ
ン
ド
ゾ
ウ
が
初

め
て
出
産
し
ま
し
た
が
死
産
だ
っ
た
と
き
も
、

妊
娠
期
間
が
不
明
で
予
定
日
の
予
測
が
非
常

に
難
し
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
１
９
７
０
年
、
大

阪
万
国
博
覧
会
会
場
で
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の
ヒ
ロ
バ

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
と
き
も
、
タ
イ
に
帰
国
し

ＩⅡ

』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
目
官
．

4

』【

て
か
ら
の
出
産
だ
と
計
算
し
て
い
た
の
で
す
。

一
方
、
日
本
で
は
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
が

・
群
馬
サ
フ
ァ
リ
３
頭

・
姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
－
頭

・
多
摩
動
物
園
１
頭

の
本
交
尾
の
目
撃
が
少
し
先
で
あ
っ
た
こ
と

に
気
を
も
む
私
で
あ
り
ま
す
。
何
は
と
も
あ

れ
、
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の
誕
生
は
瓢
世
紀
日
本
で
の

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひたすら追いかけるマック

１１

F

亀井一成さんからうれしいお年玉

綱i鋤圃剛隠⑨ﾖ副
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ｻｲﾝ本を抽選で

､篭溶鋤

確繍目プレゼント

動
物
園
、

拝
臥
ｍ
ｗ
陣
臥
、
山
門
ロ
訂
叩

オ
リ
の
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
織
瀞
＃
Ｉ

他
井
一
成

ご希望の方は、ハガキに住所・氏名・この

ページの感想または廼井先生へのメッセー

ジを書いて、月刊神戸っ子「Ｚｏｏ」係ま
でお送り下さい。
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紙
を
出
し
合
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

文
中
に
は
「
一
九
一
四
年
十
月
よ
り
一
九
一
八
年
十
二
月
ま
で
の
五
年
間
に

渉
る
Ｈ
Ｅ
と
Ｓ
Ｈ
Ｅ
と
の
恋
の
記
述
で
あ
る
。
ま
た
愛
の
祈
り
で
あ
る
」
と
記

さ
れ
、
『
山
に
よ
す
る
』
は
夢
二
が
万
感
を
込
め
て
彦
乃
に
捧
げ
た
本
だ
っ
た
。

一
九
一
四
年
十
月
は
、
大
正
三
年
「
港
屋
」
を
開
店
し
た
と
き
に
あ
た
る
。

一
九
一
八
年
は
大
正
七
年
で
、
十
二
月
に
は
彦
乃
が
お
茶
の
水
順
天
堂
医
院
に

入
院
し
た
と
き
で
あ
る
。
即
ち
「
港
屋
」
で
彦
乃
と
は
じ
め
て
出
会
っ
て
以
降
、

京
都
で
の
同
棲
生
活
、
祐
復
、
そ
し
て
父
に
奪
い
返
さ
れ
る
ま
で
の
彦
乃
と
の
、

あ
し
か
け
五
年
に
わ
た
る
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
本
の
表
紙
は
、
不
思
議
な
絵
で
装
順
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
目
が
中
天

に
描
か
れ
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
涙
。
そ
の
涙
を
受
け
止
め
る
か
の
よ
う

に
大
地
か
ら
白
い
両
手
が
生
え
の
び
る
。
意
表
を
つ
い
た
壮
絶
な
イ
ラ
ス
ト
は
、

一
体
、
何
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

夢
二
と
彦
乃
と
の
愛
は
尋
常
で
は
理
解
で
き
な
い
程
に
、
深
く
愛
し
、
壮
絶

を
き
わ
め
て
い
た
。
た
ま
き
と
愛
憎
を
繰
り
返
し
、
た
ま
き
と
の
乳
蝶
に
悩
み

苦
し
み
つ
づ
け
た
夢
こ
の
前
に
、
忽
然
と
あ
ら
わ
れ
た
彦
乃
は
、
夢
二
よ
り
十

二
歳
も
若
く
純
情
で
、
ま
る
で
天
女
の
よ
う
な
清
清
し
さ
と
、
美
し
さ
を
持
っ

て
い
た
。
夢
二
が
命
を
か
け
彦
乃
に
強
く
引
か
れ
た
の
も
ご
く
自
然
で
、
無
理

竹
久
夢
二

「
四
つ
の
恋
の
も
の
が
た
り
」

〈
そ
の
八
〉
愛
の
祈
り
・
夢
二
恋
歌
『
山
へ
よ
す
る
』

夢
二
と
彦
乃
は
示
し
合
わ
せ
、
京
都
で
同
棲
生
活
を
は
じ
め
た
が
、
駆
け
落

ち
同
然
の
か
く
れ
家
暮
ら
し
。
そ
こ
も
安
住
の
地
で
は
な
く
、
各
地
を
栃
復
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
流
浪
の
末
、
旅
に
病
ん
だ
彦
乃
は
、
遂
に
父
に
見
つ
か

り
、
奪
い
返
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

彦
乃
は
別
府
の
中
田
医
院
か
ら
京
都
の
病
院
に
移
り
、
そ
の
の
ち
、
東
京
お

茶
の
水
順
天
堂
医
院
に
入
院
し
た
の
は
大
正
七
年
、
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
師

走
の
、
そ
れ
は
木
枯
ら
し
の
吹
く
寒
い
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

夢
二
は
不
二
彦
を
連
れ
て
東
京
に
舞
い
戻
り
、
恩
地
孝
四
郎
宅
に
一
時
身
を

寄
せ
た
あ
と
、
本
郷
菊
坂
に
あ
る
菊
冨
士
ホ
テ
ル
に
止
宿
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
彦
乃
の
見
舞
の
た
め
に
順
天
堂
医
院
を
訪
れ
た
の
だ
が
、
彦
乃
の

父
に
拒
絶
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
二
人
は
会
う
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
悶
々
と
し
た

日
々
を
過
し
て
い
た
。

別
れ
別
れ
に
な
り
、
一
層
も
え
あ
が
る
恋
に
、
身
を
焦
が
す
二
人
。

翌
八
年
二
月
十
日
、
夢
二
歌
集
『
山
へ
よ
す
る
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

積
り
積
っ
た
夢
二
の
彦
乃
に
対
す
る
遠
吠
え
に
も
似
た
恋
歌
で
あ
る
。
題
に
つ

け
た
『
山
へ
よ
す
る
」
と
は
、
夢
二
が
つ
け
た
彦
乃
の
愛
称
「
山
路
し
の
」
の

略
で
、
彦
乃
か
ら
「
山
よ
り
河
さ
ま
へ
」
と
恋
文
を
送
り
、
夢
二
か
ら
は
「
山

へ
」
そ
し
て
「
河
よ
り
」
と
記
し
た
。
二
人
は
「
山
」
「
河
さ
ま
」
と
隠
語
の
手

中
右
瑛

；
＃
雷

；
＃
雷

5６

南
枝
早
春
図

「
夢
生
」
と
署
名
す
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､〆

●
も
な
い
。

夢
二
の
絵
は
変
化
し
た
。
『
中
学
世
界
』
『
少
女
世
界
』
な
ど
少
年
少
女
雑
誌

フ
ァ
ン
向
き
の
絵
か
ら
、
恋
に
悩
む
大
人
の
女
性
像
へ
と
変
貌
す
る
。
ま
た
京

都
生
活
の
影
響
も
あ
っ
て
、
若
き
彦
乃
と
同
世
代
の
可
憐
な
舞
妓
の
絵
姿
が
多

く
な
り
は
じ
め
た
。
彦
乃
の
幻
影
と
だ
ぶ
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
寂
し
さ
、
郷
愁
、
悲
槍
感
を
鯵
ま
せ
た
絵
も
あ
る
。
孤
影
を
曳
く
深

い
影
の
あ
る
ま
な
ざ
し
の
女
性
像
。
二
人
の
心
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
恋
に

泣
く
女
た
ち
、
祐
径
の
旅
芸
人
、
落
人
な
ど
な
ど
、
感
傷
的
な
薄
幸
の
女
を
描

き
は
じ
め
た
の
だ
っ
た
。

彦
乃
は
、
恋
し
き
夢
二
と
会
う
こ
と
も
叶
わ
ず
に
、
病
院
の
硬
い
ベ
ッ
ド
で

空
し
い
一
年
余
り
を
過
し
た
。

著書『山へよするＪ(1919）夢二装画表紙

二
人
の
恋
の
終
罵
の
と
き
が
遂
に
や
っ
て
き
た
。
薬
石
の
効
な
く
、
大
正
九

年
一
月
十
六
日
、
恋
の
炎
に
身
を
焼
き
尽
く
し
た
か
の
よ
う
に
、
彦
乃
は
短
い

生
涯
を
終
え
た
。
わ
ず
か
二
十
五
歳
で
…
。

葬
式
は
笠
井
家
で
執
り
行
う
。
法
名
・
妙
照
院
珠
芳
彦
野
大
姉
。

駄
々
っ
子
の
夢
二
を
、
い
つ
も
母
親
の
よ
う
に
優
し
く
悟
し
つ
づ
け
た
彦
乃
。

糸
切
り
歯
の
見
え
る
可
愛
い
口
で
夢
二
に
甘
え
る
彦
乃
。
日
々
病
魔
に
犯
さ
れ
、

や
せ
細
っ
て
い
く
彦
乃
の
貌
・
そ
れ
が
夢
二
に
と
っ
て
い
じ
ら
し
く
、
い
と
お

し
く
思
え
た
．
妨
裡
な
れ
ど
彦
乃
と
過
し
た
充
実
し
た
幸
せ
な
日
々
。
そ
ん
な

過
ぎ
去
り
し
日
々
の
幻
影
が
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
夢
二
の
頭
を
か
す
め
た
に
違

い
な
い
。

最
愛
の
恋
人
を
失
っ
た
夢
二
は
、
落
胆
と
虚
脱
の
な
か
に
沈
み
き
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
っ
た
。

夢
二
が
生
涯
、
身
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
プ
ラ
チ
ナ
の
指
輪
に
、
二
人
が
い
か

に
愛
し
合
っ
て
い
た
か
、
そ
の
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

夢
二
が
死
の
直
前
ま
で
薬
指
に
さ
し
て
、
息
子
の
不
二
彦
に
託
し
た
指
輪
の

裏
に
は
、
二
人
に
と
っ
て
永
遠
の
愛
の
祈
り
を
意
味
す
る
数
字
が
彫
さ
れ
て
い

た
の
だ
っ
た
。

〈
つ
づ
く
〉

5７

Ｌ

お矢ロらせ

⑮中右コレクション初公開､竹久夢二展
1999年12月29日(水)～2000年１月18日（火）

大丸ミュージアムKOBEにて【打料）

③大正ロマン昭和モダン･仰絵原画展
2000年１月2日〈日)～18日〈火）

さんちか広場にてI斌神

⑬中ｲ談講滴｢夢二宵待草の恋」
2000年１月8日(±）１４：00～

松方ホールにて無料！

［友情出演］

関西マンドリン合奏団指揮川口優和

ソプラノ歌手演蛎加代子
司会・朗読小倉啓子

ノ

皿
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

－
９
３
４
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住

［
受
賞
歴
］
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励

賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動
美
術
賞

受
賞
。
浮
世
絵
蒐
集
研
究
の
功
績
に
よ

り
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代

美
術
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文

化
賞
な
ど
受
覚
。

現
在
行
動
美
術
協
会
会
員
国
際
浮
世

絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
に
、
抽
象
画

集
「
シ
ェ
リ
ト
・
リ
ン
ド
／
ミ
ラ
ク
ル

ブ
ル
ー
の
世
界
」
「
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー

巷
談
」
「
写
楽
は
旧
才
だ
っ
た
！
」
「
忠
臣

蔵
浮
世
絵
」
「
豆
本
・
夢
二
黒
猫
縞
騨
」

が
あ
る
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和
と
洋
が
お
ち
つ
い
た
空
間
を
演
出
し
、
花
で
彩

ら
れ
た
旅
館
「
花
結
び
」
に
ぴ
っ
た
り
の
若
お
か
み
、

片
山
あ
ゆ
み
さ
ん
。
「
専
業
主
婦
に
は
む
い
て
な
い
ん

で
す
」
と
言
う
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
意
外
に
も
元
薬
品

メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。
新
春
に
ふ
さ
わ
し

く
、
さ
わ
や
か
な
有
馬
の
葬
些
を
取
材
し
た
。

5８

シ
リ
ー
ズ

人
と
出
逢
え
る
街
。
有
馬
〈
つ
ひ
〉

「
の
め
り
こ
ん
だ
ら
そ
れ
ば
っ
か
り
な
ん
で
ず
」

旅
館
「
御
幸
荘
花
結
び
」
若
お
か
み
片
山
あ
ゆ
み
さ
ん

～鴎．

TEL（078）９０４－０５５１

〃

』

r

ｬ”

、

ｏ
ご
胃
忽
フ

⑨ ａ

あちこちに生けられた花が出迎えてくれる

画一
ー

魅力的な笑顔でわたしたちを迎えてくれるあゆみさん

「
お
客
様
と
接
す
る
と
き
は
、
気
取
ら
ず
、
飾
ら
ず
、

か
し
こ
ま
ら
な
い
よ
う
に
。
そ
う
す
る
と
お
客
様
の

ほ
う
も
緊
張
し
て
し
ま
う
と
分
か
っ
た
ん
で
す
。
お

友
だ
ち
と
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
お
話
し
し
て
い
ま
す
」

あ
ゆ
み
さ
ん
の
気
さ
く
な
雰
囲
気
や
、
遠
方
か
ら

の
宿
泊
客
の
疲
れ
が
一
気
に
吹
き
飛
び
そ
う
な
明
る

い
笑
顔
は
、
ど
う
や
ら
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ

っ
た
も
の
ら
し
い
。
な
る
ほ
ど
、
あ
ゆ
み
さ
ん
の
ご

両
親
は
、
大
阪
・
北
新
地
で
代
々
続
く
料
理
屋
を
営

み
、
お
祖
父
様
は
古
美
術
が
ご
趣
味
。
大
阪
や
宝
塚

で
旅
館
や
料
亭
を
営
む
親
戚
も
多
い
と
の
こ
と
、
そ

ん
な
な
か
で
育
っ
た
あ
ゆ
み
さ
ん
は
女
将
の
素
質
を

十
分
に
持
っ
て
い
る
。

「
で
も
そ
う
い
う
職
業
は
眼
中
に
な
か
っ
た
！
」
と

い
う
あ
ゆ
み
さ
ん
は
小
学
生
時
代
か
ら
水
泳
を
は
じ

ＯＲＯＫＡ

ＴＥＬ（078）903--2255

鮒妹旅雛:勝ﾀ少羅
TEL（078）904-0366

TEL（078）904-0501(代）

ひさご弁当

〃1

1Ｍ

競冬斎
陵楓閣向陽闇

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際槻光旅館

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）９０３－１０２４

鶴瀞蒲
TEL（078）904-0675
TELEX5627-115

露天風呂とご昼食

鰯有馬燐月光園
ｃＥＫくＯＥＮ

轄鍵Jrj鍵
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画

め
、
高
校
一
年
で
、
長
年
の
目
標
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
平
泳
ぎ
）
に
出
場
。
目
標
が
達
成
さ
れ
、
少

し
の
間
何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
と
か
。

「
の
め
り
こ
ん
だ
ら
そ
れ
ば
っ
か
り
で
し
た
か
ら
。
朝

か
ら
晩
ま
で
泳
い
で
い
て
、
友
達
に
『
ち
ょ
っ
と
は

勉
強
し
い
や
』
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

物
理
や
数
学
が
得
意
だ
っ
た
の
で
武
庫
川
女
子
大

学
薬
学
部
に
入
学
。
そ
し
て
就
職
し
た
会
社
は
「
大

日
本
徐
虫
菊
株
式
会
社
」
ｌ
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
で
お
な
じ

み
「
キ
ン
チ
ョ
ー
」
で
あ
る
。
開
発
部
研
究
室
で
、

殺
虫
剤
の
香
料
の
開
発
や
研
究
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
。
「
い
い
経
験
で
し
た
。
見
た
こ
と
も
な
い
世
界
だ

っ
た
か
ら
」
と
、
あ
ゆ
み
さ
ん
。
旅
館
、
料
亭
経
営

な
ど
の
商
売
人
の
家
で
生
ま
れ
育
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
毎
月
給
料
を
も
ら
う
と
い
う
生
活
。
そ
し
て

「
文
系
」
の
生
い
立
ち
か
ら
一
変
し
て
「
理
系
」
の
職

場
へ
。
「
研
究
室
は
『
我
が
道
を
ゆ
く
」
と
い
う
Ｂ
型

､謝阜
△L弘

輔
》
〆
．
－

何
愚
嗣

Jfl

TEL（078）904-0731

織飲山

Ⅲ琴E罰
一割冠垂

｢この前歌舞伎を見に行ったらお話に人形筆が出てきて、

歴史を感じました」と、あゆみさん

の
同
僚
ば
っ
か
り
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
マ

イ
ペ
ー
ス
で
し
た
。
私
も
Ｂ
型
で
す
け
ど
」
と
笑
う
。

し
か
し
結
婚
相
手
に
は
「
理
系
・
医
療
系
の
方
と

は
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
」
と
か
。
キ
ン
チ
ョ
ー
に

は
五
年
間
勤
め
、
お
見
合
い
の
ご
縁
で
ご
主
人
片
山

聡
之
さ
ん
と
知
り
合
い
、
三
年
前
に
結
婚
し
て
有
馬

に
や
っ
て
来
た
。
い
ま
で
は
一
児
の
母
で
、
子
ど
も

の
面
倒
を
み
な
が
ら
旅
館
の
仕
事
も
パ
ワ
フ
ル
に
こ

な
し
て
い
る
。
「
有
馬
温
泉
に
は
高
級
旅
館
か
ら
、
小

さ
く
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
旅
館
ま
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昔
は
温
泉
が
あ
る

だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
今
は
ほ
か
に

も
観
光
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
意
見

が
あ
る
み
た
い
で
す
ね
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
関

心
を
よ
せ
る
。
「
女
将
の
会
『
こ
ぶ
し
の
会
』
に
は
義

母
が
、
観
光
協
会
青
年
部
の
会
合
に
は
夫
が
行
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
旅
館
が
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
高
ま
っ
て
、
有

馬
が
ど
ん
ど
ん
い
い
方
向
に
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
み
な
さ
ん
に
は
有
馬
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
私
た
ち
も
み
な
さ
ん
が
ほ
っ
と
で
き
る
空

間
を
創
り
た
い
で
す
」
。

「
ふ
れ
あ
う
心
と
心
が
、
花
で
結
ば
れ
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
「
花
結
び
」
の
思
い
は
、
着
実
に
あ
ゆ
み
さ

ん
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
さ
て
二
○
○
○
年
。
ど

ん
な
年
に
し
た
い
で
す
か
、
と
い
う
質
問
に
、
あ
ゆ

み
さ
ん
は
「
飾
ら
ず
、
気
取
ら
ず
」
に
答
え
て
く
れ

た
。
「
今
年
は
ま
た
家
族
を
増
や
し
た
い
な
。
そ
れ
か

ら
、
『
花
結
び
』
に
と
っ
て
、
少
し
で
も
必
要
な
者
に

な
り
た
い
で
す
ね
」
〈
鳥
羽
朗
子
〉

｢花結び」のロビーは女性的な雰囲気。館内は段差をなくす

などの配慮も。「ぜひいらしてください」

EIg

古
典
剛

蔦
鰐
』

'１
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菱蕊

'１

卵

渋賎痘準。

｡

TEL（078）904-018］

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：00、アウト１２：００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

雁ただようくつろぎの館自然の恵みを

湯けむりに伝える

中の鋒雪読式豊
ＴＥＬ（078）904-0781

会議セミナーからご家族づれまで

有馬グランドホテリし

；
剛
些
典
臨

回型176号鰐

日本の伝統

数寄屋造りの館

政府登録国際観光旅館

古家風北蝶
ＴＥＬ（078）904-3656(代）
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光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
は
東
京
と
埼
玉
の

県
境
に
近
く
、
練
馬
区
と
板
橋
区
に
ま
た
が

っ
た
東
西
約
九
百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
千

メ
ー
ト
ル
の
街
。
こ
こ
に
一
万
二
千
世
帯
、

四
万
人
の
住
民
が
生
活
し
て
い
る
。
パ
ー
ク

タ
ウ
ン
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
公
園
に
め
ぐ
ま

れ
て
い
る
。
日
比
谷
公
園
の
四
倍
ほ
ど
も
あ

る
光
が
丘
公
園
を
は
じ
め
、
春
の
風
公
園
、

夏
の
雲
公
園
、
秋
の
陽
公
園
、
四
季
の
香
公

園
等
、
合
計
面
積
が
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
四

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

学
校
も
多
い
。
小
学
校
が
十
校
、
中
学
校

が
四
校
、
都
立
高
校
が
二
校
あ
り
、
街
の
面

積
の
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
加
え
て
中

心
部
に
大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

総
合
病
院
、
清
掃
工
場
、
警
察
署
、
消
防
署
、

郵
便
局
、
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設

が
あ
っ
て
、
残
り
の
三
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
、

Emq

1．L、

過
密
な
よ
う
で
、
美
し
い
街

霞蕊
日本タウン誌協会ネットワーク

共同連載

編集長

おすすめの旅
東京都板橋区

光が丘の街並

｢編集長おすすめの旅」は、日本タウン誌協

会(事務局・月刊神戸っ子)の会員50社の各

編集長が順番に執筆。

二
十
一
世
紀
の
住
宅
都
市

光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

あ
な
た
は
光
が
丘
公
園
の
雑
木
林
の
小
径

を
歩
い
て
い
る
と
し
よ
う
。
武
蔵
野
の
面
影

を
残
し
た
薄
暗
い
林
を
抜
け
る
と
小
高
い
丘

に
出
る
。
芝
生
に
覆
わ
れ
た
丘
の
頂
き
に
立

っ
て
、
青
空
を
見
上
げ
、
一
息
い
れ
る
。
南

の
方
の
こ
ん
も
り
と
し
た
林
は
バ
ー
ド
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
ー
。
東
側
は
芝
生
の
広
場
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
て
、
そ
の
向
こ
う
に
桜
並
木
が

見
え
る
。
開
園
当
初
は
幼
木
だ
っ
た
が
今
や

都
内
有
数
の
お
花
見
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
。

桜
並
木
を
抜
け
る
頃
に
は
、
あ
な
た
の
額
に

う
っ
す
ら
汗
が
に
じ
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
も
う
少
し
歩
を
進
め
て
み
よ
う
。
す

る
と
大
き
な
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
四
面
の

野
球
場
に
行
き
当
た
る
。
隣
は
４
百
メ
ー
ト

ル
ト
ラ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
場
、
そ
し
て
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
。

こ
の
ス
ポ
ー
ッ
ゾ
ー
ン
全
体
の
地
下
が
巨

百
凋
刊
Ｋ
ａ
Ｃ
Ｃ
ｅ
」

編
集
長
・
佐
藤
一
水

六
十
へ
ク
タ
ー
ル
強
が
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ゾ
ー
ン

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地
域
に
四
万
人

も
の
生
活
の
営
み
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
建
物

は
上
に
伸
び
る
し
か
な
い
。
十
四
～
十
五
階

建
て
の
高
層
住
宅
を
中
心
に
二
十
五
～
三
十

階
建
て
の
超
高
層
住
宅
が
林
立
し
て
い
る
。

光
が
丘
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た
あ
な
た
に
、

そ
ろ
そ
ろ
観
光
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
さ
て
困
っ

た
。
全
て
が
人
工
の
自
然
で
あ
り
公
園
で
あ

り
街
な
の
だ
。
快
適
な
生
活
空
間
を
追
及
す

る
あ
ま
り
、
電
線
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
は
じ
め

地
域
暖
房
・
給
湯
パ
イ
プ
、
さ
ら
に
は
巨
大

な
貯
水
池
ま
で
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
地

下
深
く
埋
設
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
、
見
え

な
い
の
で
あ
る
。
中
に
は
大
切
な
も
の
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
目
障
り
な
も
の
は
全

て
覆
い
か
ぶ
せ
て
し
ま
っ
た
美
し
い
街
だ
。

と
り
あ
え
ず
、
駆
け
足
散
歩
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③
お
問
い
合
わ
せ
は

月
刊
Ｋ
ａ
Ｃ
Ｃ
ｅ

〒
１
７
５
１
０
０
９
４

板
橋
区
成
増
２
１
伯
ｌ
３
ｌ
２
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
３
・
３
９
７
５
．
７
１
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
．
３
９
７
５
．
７
１
５
９

Ｋａｃｃｅ編集長佐藤デス
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大
人
は
旅
人
で
も
、

子
ど
も
達
に
は
故
郷
の
街

ダ
ル
が
発
覚
し
、
週
刊
誌
の
芸
能
レ
ポ
ー
タ

ー
か
ら
「
○
○
さ
ん
は
何
号
棟
に
住
ん
で
い

る
の
か
教
え
て
く
れ
」
と
、
当
編
集
室
に
し

つ
こ
く
問
い
合
わ
せ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
余
談
。

光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
が
二
十
一
世
紀
の

住
宅
都
市
と
し
て
開
発
さ
れ
、
全
国
各
地
の

出
身
者
や
外
国
人
が
住
み
、
街
ら
し
い
姿
に

な
っ
て
か
ら
ま
だ
十
余
年
し
か
た
っ
て
い
な

い
。
初
め
て
光
が
丘
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た

旅
人
で
あ
る
あ
な
た
に
十
分
な
ご
案
内
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
住
ん
で
い
る
私
達
が
旅

人
だ
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

識尊萄ジ

リ琴

6１

’酉
P

＝

君

Ｉ

、
踊る大捜査線｣のドライビングシアター

大
な
貯
水
池
に
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
登
っ

た
丘
は
、
こ
の
貯
水
池
を
掘
り
起
こ
し
た
土

を
盛
っ
て
造
成
し
た
も
の
だ
。
丘
と
同
じ
量

の
水
が
地
下
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で

満
々
と
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。
荒
川
か
ら
、
や

は
り
地
下
を
通
し
て
引
き
込
ま
れ
溜
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
旅
人
で
あ
る
あ
な

た
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

見
え
な
い
も
の
を
ご
紹
介
し
て
恐
縮
だ
が
、

今
度
は
南
の
ほ
う
へ
歩
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
公
園
の
中
に
あ
る
体
育
館
や
図
書
館

へ
は
寄
ら
な
い
で
先
に
進
も
う
。
遊
歩
道
を

渡
る
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、
そ
し
て
ハ

ウ
ジ
ン
グ
ゾ
ー
ン
へ
と
続
く
。
地
下
鉄
光
が

丘
駅
を
中
心
に
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
専

門
店
街
、
映
画
館
、
劇
場
な
ど
が
あ
る
。
高

層
住
宅
が
林
立
す
る
様
は
迫
力
あ
る
景
観
と

い
え
ば
い
え
な
く
も
な
い
。

そ
ん
な
街
角
に
立
つ
と
、
旅
人
の
あ
な
た

は
「
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
風
景
だ
な

ぁ
…
」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
「
さ
て
、
ど

こ
で
だ
っ
た
か
」
い
く
ら
考
え
て
も
思
い
出

せ
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
れ
ほ
ど
多
く
光
が
丘
の
街
や
公
園
は
ロ
ケ

地
の
舞
台
に
な
っ
て
き
た
。

古
い
と
こ
ろ
で
は
、
病
院
を
舞
台
に
し
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ひ
と
つ
屋
根
の
下
」
は
光

が
丘
総
合
病
院
が
使
わ
れ
て
い
た
し
、
全
国

的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
踊
る
大
捜
査
線
」

の
名
場
面
も
光
が
丘
だ
っ
た
。
国
立
科
学
情

報
セ
ン
タ
ー
の
門
柱
に
○
×
株
式
会
社
の
看

板
が
掲
げ
ら
れ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
し
き
装
い

の
俳
優
が
出
入
り
し
た
り
、
街
角
で
は
な
ん

と
か
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
怪
獣
が
格
闘
し
て
い
た

り
、
カ
メ
ラ
の
周
囲
で
レ
フ
板
を
抱
え
た
ス

タ
ッ
フ
が
右
往
左
往
し
て
い
る
姿
を
し
ば
し

ば
見
か
け
る
。

今
、
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
系
列
で
放
映
さ
れ
て
い
る

ア
ニ
メ
「
デ
ジ
モ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

は
光
が
丘
の
街
並
が
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
描
き

込
ま
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
な
の
で
、

子
ど
も
達
は
「
作
者
は
き
っ
と
光
が
丘
に
住

ん
で
る
人
に
違
い
な
い
」
と
探
し
回
っ
て
い

る
ほ
ど
だ
。
テ
レ
ビ
や
映
画
が
好
き
な
あ
な

た
だ
っ
た
ら
、
思
い
出
の
シ
ー
ン
を
光
が
丘

の
街
並
に
発
見
で
き
る
か
ど
う
か
、
探
索
し

て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
人

達
が
少
な
か
ら
ず
住
ん
で
い
る
。
い
つ
も
ブ

ラ
ウ
ン
管
を
通
し
て
見
て
い
る
の
で
、
街
で

出
会
う
と
つ
い
親
し
げ
に
挨
拶
を
し
て
し
ま

う
。
先
方
は
こ
ち
ら
を
知
ら
な
い
け
ど
、
た

い
が
い
の
場
合
に
っ
こ
り
会
釈
を
返
し
て
く

れ
る
。
も
っ
と
も
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
あ
る
有
名
な
キ
ャ
ス
タ
ー
の
ス
キ
ャ
ン
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代表取締役社長酒井敬補
インテリァイリフネ

謹
賀
新
年
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

神戸市中央区三宮町2丁目4-3

（大丸前三宮神社東隣）

TELO78-331-5476

絵・石阪春生

神戸のハイセンスな専門店でお買い物を！

③ＴＯＴＡＬ１ＮＴＥＲ１０ＲＨＯＵＳＥ⑲
WeSen/e777eBesfQua伽ＨＡＩＲ＆13厩､1９

私たちは、最高の品質を提供します。

鋤珍〃（本店)階上TELO7…258

株式会社美容室エリザベス

本店／神戸市中央区三宮町2-6画4三上ビル3Ｆ

TELO78-331-8894FAXO78-331-4917

住吉店／神戸市東潔恢件吉本町2-10-42

TEL‘O78851-6388FAXO78-R”－６０１３

レンタルブティック

Ｈ詮晒株式会社

株式会社コルウ加納勝

本社神戸市中央区二宮町2-107扇都東ビル2F

TELO78-241-5547FAX､078-241-5717

淵ｽﾀｵ神戸市中央区中山手通2-24-8
TEL,O78-241-5530FAX､078-222-4127

神戸市灘区新在家北町1-1-19

KOIZUMlPLAZA内

TEL,078-851-2841

神戸市東灘区田中町3-19-14

TELO78-441-2041FAX､078-441-5858

●繍戸北”
●三宮写真
一

喜びと感動の創造

神戸市中央区下山手通3丁目10-7生田新道

TEL,078-331-2020ＦＡＸ,078832齢2510

妻肯ii言UcH’ ＣＯ瞳
SＨＩＯＮ

ＡＣＥ

KＯＢＥ

菊地宝飾
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戸
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畷
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国
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鱗
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畠
識
一

i垂、一
一

雫
て
み
ま
し
ょ
う
。
畔
季

蕊
叡
灘
綴
瓢

撮
影
／
池
田
年
夫
■

ヨ

蕊
態
織

憲
瀬
総

‐
認
』
１

剃
今
●
．
。
，
、
矧
洲
鐘
臓

群
菓
子
、
真
珠
群
鵬
鱈

騨
亨，

て
み
ま
し
ょ
う

ア

１月ごとに販売商品が変わる“源氏

の由可里，’

綿貫宏介先生のデザインによる現在の店舗

再

司闇

|‘ｉそ
』＃

■

供
○F■

１

ご画

画

§ 宮
歴

瑚豚

発
売
１
０
０
年
、
神
戸
の
代
表
銘
菓
〃
高
砂
き
ん
つ
ば
〃

本
高
砂
屋
神
戸
元
町
本
店
（
和
菓
子
）

〆
‐
・
日
択
Ｉ
一

Ｆ

販売から100年。今も根強い人気の

"高砂きんつば，,

l料
Ｉ

本高砂屋神戸元町本店
神戸市中央区元町通3-211

営業時間／10時～19時

定休日／なし(１月１日は体）

TEL､078-33.1-7367

ｉｉｉ；

店
頭
の
き
ん
つ
ば
実
演
で
神
戸
っ
子

に
愛
さ
れ
て
い
る
本
高
砂
屋
は
〃
エ
コ
ル

セ
〃
や
〃
マ
ン
デ
ル
チ
ー
ゲ
ル
〃
〃
モ
ン

ロ
ワ
〃
と
い
っ
た
焼
き
菓
子
で
も
知
ら

れ
て
い
る
明
治
加
年
創
業
の
老
舗
。
創

業
者
の
杉
田
太
吉
氏
は
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン

で
、
楕
円
形
の
江
戸
き
ん
つ
ば
を
角
形

六
方
焼
き
の
高
砂
き
ん
つ
ば
に
改
良
し

て
店
頭
で
焼
き
な
が
ら
売
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
考
え
だ
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
大

ヒ
ッ
ト
。
小
麦
粉
の
皮
は
ご
く
薄
く
、
大

納
言
小
豆
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
小
豆
館

の
高
砂
き
ん
つ
ば
は
、
港
で
働
く
人
々

や
元
ブ
ラ
の
神
戸
っ
子
に
爆
発
的
な
人

気
を
よ
び
ま
す
。
発
売
か
ら
１
０
０
年
、

神
戸
の
町
と
同
じ
よ
う
に
時
代
に
合
わ

せ
て
味
を
磨
い
て
き
た
高
砂
き
ん
つ
ば

は
、
ふ
く
よ
か
な
甘
さ
と
日
持
ち
１
日

に
こ
だ
わ
る
焼
き
た
て
の
お
い
し
さ
で
、

今
も
地
元
の
人
々
の
お
や
つ
や
観
光
客

の
お
土
産
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

源
氏
物
語
に
ち
な
ん
だ
創
作
和
菓
子
〃
源
氏
の
由
可
里
〃

神
戸
同
月
堂
本
店
（
和
菓
子
）

議塞曇豊雲

洋
菓
子
〃
ゴ
ー
フ
ル
〃
で
お
馴
染
み

の
〃
神
戸
同
月
堂
〃
・
酒
月
万
寿
や
神

戸
異
人
館
巻
な
ど
和
菓
子
の
銘
柄
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
地
域
限

定
販
売
の
〃
源
氏
の
由
可
里
〃
は
、
別

有
余
年
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
。
昭
和
型

年
に
は
じ
ま
っ
た
村
山
リ
ウ
氏
の
〃
源

鰹

毒嘉室慰
毎文堂⑨

神戸雁息駕鯵屋
栄町通

②
大
丸
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は
飴
で
決

ま
邑
と
の

岩
崎
柴
次

社
長
の
言

葉
通
り
、

備
中
産
の

=帝二一ｉ

蕊！

＝＝一一・

ｌグ

氏
物
語
を
聞
く
会
〃
の
講
義
の
合
間
に

供
さ
れ
る
お
茶
菓
子
と
し
て
、
源
氏
物

語
に
ち
な
ん
で
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

月
に
一
度
の
会
は
Ⅲ
数
年
に
の
ぼ
り
、

創
作
さ
れ
た
和
菓
子
も
２
０
０
種
類
を

超
え
ま
し
た
。
月
例
の
〃
も
と
ま
ち
寄

席
「
恋
雅
亭
」
〃
は
、
す
っ
か
り
元
町
の

娯
楽
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

▽

伊
藤
博
文
が
愛
用
し
た
料
亭
、
神
戸

常
盤
花
壇
の
一
統
と
し
て
常
盤
堂
の
商

号
で
和
菓
子
の
製
造
を
は
じ
め
た
の
が
、

慶
応
４
年
の
こ
と
。
「
和
菓
子
の
味
わ
い

日
本
の
四
季
を
表
現
し
た
〃
御
影
雪
月
花
〃

常
盤
堂
（
和
菓
子
）

I,

、
載
一

■ ●

Ｌ耳‘塾＝ヱ
｡■■何

慰穆雪４曲ど竃.
し

神戸同月堂本店
神戸市中央区元町通33-10

営業時間／和洋菓子10時～

19時喫茶レストラン10時

～19時茶寮10時30分～１８

時30分

定休日／和洋菓子なし喫

茶レストラン第２．３木曜

喫茶水曜
TELO78-321-5555

Iｊ

■

空
ＦＬ

爵１噸

〃
二
つ
茶
屋
〃
は
、
元
町
３
丁
目
に

お
店
を
か
ま
え
て
加
年
に
な
り
ま
す
。

楠
木
正
成
を
し
の
ん
で
、
菊
花
を
形
ど
っ

た
柚
子
館
入
り
の
焼
き
菓
子
〃
菊
襲
〃
、

一
粒
選
り
の
丹
波
栗
の
渋
皮
を
生
か
し

た
渋
皮
付
和
風
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
〃
栗

の
宴
〃
、
新
鮮
な
ポ
テ
ト
を
パ
イ
で
巻

き
込
ん
だ
〃
神
戸
っ
子
〃
な
ど
、
二
つ

茶
屋
な
ら
で
は
の
和
菓
子
の
数
々
。
本

店
の
す
ぐ
二
階
に
あ
る
茶
寮
で
は
、
し

る
こ
、
ぜ
ん
ざ
い
、
あ
ん
み
つ
、
名
物

〃
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
天
ぷ
ら
〃
も
い
た

だ
け
ま
す
。

御影のお店はとても漁酒

新
感
覚
の
神
戸
ゆ
か
り
の
和
菓
子

二
つ
茶
屋
本
店
（
京
和
菓
子
）

写真上段左より“富士越えの龍，,“龍の珠,，

下段左より“四季”“年の神”

"御影雪月花,,にちなんだ俳句は山口誓子

の作。岩崎築治社長とともに

大
納
言
を
念
入
り
に
炊
き
上
げ
、
小
豆

の
風
味
を
生
か
し
て
い
ま
す
。
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
情
緒
豊
か
に
表
現
し
た

〃
御
影
雪
月
花
〃
は
、
粒
よ
り
の
飴
を
手

焼
き
の
種
で
包
ん
だ
三
色
の
も
な
か
で
、

常
盤
堂
の
代
表
銘
菓
。
四
季
折
々
の
生

菓
子
は
そ
の
上
品
な
味
わ
い
か
ら
、
茶

道
の
席
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

U｢ＩＥｎ－庁TT膝ﾛ

~

司り

吾~７

＝｜『

常盤堂

神戸市東灘区御影中町却-8-22

営業時間／9時～18時30分

定休日／日曜

TEL､078-85.1-4677

左は“折鶴"、右は“初笑,,を表しています

~雪雲雪
ﾐＦ

ＳＸ

垂

和
菓
子
の
祭
典

〃
第
３
回
神
戸
和
菓
子
展
〃
を
開
催

〃

大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
７
年
に
、
和
菓
子
の
復

興
を
誓
い
ス
タ
ー
ト
し
た
神
戸
和
菓
子
展
。
昨
年

洲
月
に
は
、
第
３
回
を
開
催
し
、
盛
況
の
内
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
大
丸
神
戸
店
９
階
特
設
会
場
に

は
、
神
戸
市
を
中
心
に
県
下
扉
の
和
菓
子
店
が
一

同
に
集
い
、
伝
統
的
な
作
品
や
新
感
覚
の
作
品
を

四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
披
露
し
ま
し
た
。
と

く
に
〃
四
季
の
和
菓
子
〃
の
コ
ー
ナ
ｉ
へ
の
出
展

は
帥
点
を
超
え
、
季
節
感
を
折
り
込
ん
だ
繊
細
で

華
麗
な
和
菓
子
の
奥
ゆ
か
し
さ
に
、
来
場
者
は
じ
っ

く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二つ茶屋元町本店

神戸市中央区元町通37-9

営業時間／9時～19時（水
曜18時）定休日／なし

喫茶

営業時間／10時30分～18時

20分（ラストオーダー）
定休日／なし

TEL,078-33.1-0755

L
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．
Ｐ
一
江
日
収
用

娠急御影駅純舞････

東批賢察薯

●

ｉ山手幹録

■Ｈｐｆ１霊進Ｅｐｍ

満:雪
●二つ茶屋

栄町筋

ー

●
極

鯉
川
筋

元町恐街3丁目

●
清文堂
●
神戸扇月堂

栄町通

詩
●
大丸
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〃

が
、

製
作
を
し
て
い
ま
す
。
和
を
基
調
と
し

た
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
、
お
好
み
に
合
っ

た
家
具
、
あ
な
た
だ
け
の
ス
テ
ー
タ
ス

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
お
つ
く
り
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
物
の
修
業
を
し
て
身
に
つ
け
た
事
か

ら
〃
江
戸
屋
〃
の
屋
号
に
、
そ
の
品
質

と
使
い
勝
手
の
良
さ
は
、
現
代
に
至
る

ま
で
代
々
引
き
継
が
れ
、
そ
の
時
代
時

代
に
合
っ
た
独
自
の
家
具
づ
く
り
を
つ

づ
け
て
い
ま
す
．
多
様
化
す
る
現
代
の

生
活
の
中
で
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
沿

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
有
る
家
具
を

そ
れ
ぞ
れ
ご
相
談
を
お
受
け
し
な
が
ら
、

明
治
巧
年
（
１
８
８
２
年
）
創
業
以

来
１
０
０
余
年
伝
統
に
培
わ
れ
た
、
神

番定休日／火曜

にTELO78-575-3120

老
舗
が
建
ち
並
ぶ
元
町
１
番
街
に
出
展

し
た
の
は
昭
和
始
年
。
「
地
元
の
専
門
店

だ
か
ら
信
頼
が
一
番
」
と
豊
崎
浩
羊
社

長
。
高
級
着
物
、
お
し
ゃ
れ
着
、
和
装

小
物
ま
で
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
に
加
え
、

お
手
入
れ
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
も
万
全

婚
礼
家
具
は

－
１
．
．
．

婚
礼
家
具
は
神
戸
っ
子
の
人
気
に

家
具
匠
江
一
月
（
膿
家
具
）

一

ｍ

Ａ1m撚誌lIl『

自

４

人形の内田
神戸市中央区雲井通6-1-15

営業時間／10時～17時

定休日／なし

TEL､078231-3430

』
》

認
奮
一
〆
勇
一

箪笥、机、囲炉裏、行灯など、

重厚感が伝わってきます

－－

五
月
人
形
、
市
松
人
形
、
博
多
人
形
…
。

「
代
々
、
家
宝
と
残
る
作
品
を
」
と
内
田

嵩
社
長
。
人
形
づ
く
り
の
巨
匠
た
ち
が

精
根
を
込
め
た
作
品
ば
か
り
。
日
本
の

伝
統
美
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
婚
約
、
結
婚
記
念
、
ご
出
産
、
正
月

の
お
飾
り
な
ど
各
種
お
祝
い
に
利
用
さ

れ
る
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

6６

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

初春らしく羽子板で決めてみました

華やかな反物を選んでいただきました

冬
の
味
覚
、
松
葉
ガ
ニ
を
存
分
に

西
村
屋
花
み
か
げ
（
日
本
料
理
）

Ｊ
Ｒ
「
三
ノ
宮
駅
」
の
す
ぐ
東
、
サ

ン
シ
テ
ィ
ビ
ル
２
階
に
あ
る
〃
人
形
の

内
田
〃
は
、
１
０
０
余
年
の
歴
史
を
も

つ
人
形
の
老
舗
。
羽
子
板
、
ひ
な
人
形
、

合一

と
、
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
は
、
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
他
と
比
べ
て
、
良
い
こ
と
を
為
し

た
い
と
い
う
〃
恥
他
浄
睦
〃
を
社
是
と

い
て
い
る
こ
と
も
う
な
ず
け
ま
す
．

家
宝
と
残
る
伝
統

人
形
の
内
田
（
人
彪

とよさき元町本社

神戸市中央区元町通2斗１０

営業時間／10時～18時30分

定休日／水曜

TEL,078-331-2439

かんざし、和人形など可塁らしい和製人形も

江
戸
安
政
年
間
に
創
業
し
た
〃
城
崎

西
村
屋
〃
。
こ
の
山
陰
を
代
表
す
る
老
舗

の
心
と
味
を
継
承
し
た
の
が
、
〃
四
季
料

理
西
村
屋
花
み
か
げ
〃
。
冬
の
味
覚
は
何

蕪⑤とよさき
ユー

｜■‐

駐
単
埋

④そごう

③K満謂
●タｲｴ．．

●東怠ｲン
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瞭
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嘱
鍔
＃
撫
馳

吾
壷
》

吾
壷
》｡､

；
と
い
っ
て
も
松
葉
ガ
ニ
・
漁
の
解
禁
と

と
も
に
、
山
陰
の
漁
港
に
は
、
活
き
の

い
い
松
葉
ガ
ニ
が
水
揚
げ
さ
れ
、
神
戸

へ
直
送
さ
れ
て
き
ま
す
．
長
い
足
に
つ

ま
っ
た
身
は
、
ほ
ん
の
り
甘
く
て
、
繊

細
で
上
品
な
味
わ
い
。
こ
の
時
期
だ
と
、

松
葉
ガ
ニ
を
殻
ご
と
焼
き
上
げ
て
い
た
だ

く
〃
か
に
づ
く
し
炭
火
焼
が
に
懐
石
〃

（
１
月
証
日
ま
で
）
、
〃
松
葉
が
に
・
か

に
す
き
コ
ー
ス
〃
（
３
月
即
日
ま
で
）

が
お
薦
め
。
３
月
１
日
か
ら
は
但
馬
牛

§§§

惑綴綴 一唖Ｆ壱一唖Ｆ壱Ｆ壱

マ
間
三

一ミ些凪一ミ些凪

ＶＶ

邑電恩．邑電召邑電召

牢牢

壷 －－〆一壷－－〆一

冬の味覚松葉ガニは今が食べごろ
殻が赤くなるまで、炭火でこんがり焼いていただきます

＝＝
Ｌ竺些

ー－

平
成
９
年
に
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
３
丁

目
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ー
ト
と
工
芸
品

の
お
店
〃
楽
〃
・
宮
本
恭
延
店
長
自
ら

が
、
国
内
の
工
芸
品
を
見
て
集
め
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
、
陶
磁
器
、
漆
器
、

ガ
ラ
ス
エ
芸
、
木
工
芸
、
染
織
物
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
珍
し
い
も
の
ば
か
り
。

お
祝
い
、
引
き
出
物
に
贈
っ
て
も
、
き

っ
と
喜
ば
れ
る
は
ず
。
月
ご
と
に
企
画

の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

お
昼
の
週
変
わ
り
弁
当
〃
み
か
げ
御
膳
〃

も
人
気
。

全
国
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
ず
ら
り

楽
（
く
ら
し
の
ア
ー
ト
・
工
芸
）

西村屋花みかげ

神戸市東灘区御影山手1-2-10

御影ガーデンシティ2Ｆ

営業時間／11時30分～14時

30分､１７時～20時30分(オー

ダーストップ）定休日／なし

TEL､078-822.1777
全国から集められた.Ｔ芸晶や漆器

敦
盛
を
し
の
ぶ
古
寺

須
磨
寺
（
寺
院
）

「
須
磨
の
お
大
師
さ
ん
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
真
言
宗
須
磨
寺
派
の
大
本

山
。
源
氏
物
語
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
須
磨
。

境
内
に
は
史
跡
も
多
く
、
平
家
物
語
、

一
ノ
谷
の
合
戦
、
平
敦
盛
と
熊
谷
直
実

の
悲
話
は
あ
ま
り
に
も
有
名
。
平
敦
盛

展
も
開
催
さ
れ
、
１
月
７
日
（
金
）
か
ら
２

月
９
日
（
水
）
ま
で
は
〃
ふ
だ
ん
使
い

の
漆
展
〃
、
１
月
ｕ
日
（
金
）
か
ら
は

〃
雛
の
祭
り
〃
を
予
定
。

瀞“

平敦盛(左)と熊谷直実の騎馬像のある‘‘源平の庭”

↓

瞭
鯉：：

くらしのアート・工芸楽

神戸市中央反二宮町39-3

営業時間／10時30分～19時

30分定休日／なし

TELO78-331-0884

htip:"www2u・bigIobene・ip/raku／
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室
敵
ｈ

事

る

字
。
｝
》
寺

⑰
語
ｒ
・
ｏも

室
敵
ｈ

事

る

字
。
｝
》
寺

⑰
語
ｒ
・
ｏも

司滝
弓醇･‘,
司滝
弓醇･‘,

須磨寺三重の塔を後ろに見ながら

の
首
塚
な
ど
源
平
ゆ
か
り
の
史
跡
も
数

多
く
残
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
の
無
形
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
一
弦

琴
〃
須
磨
琴
〃
の
伝
承
に
努
め
て
お
り
、

演
奏
会
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ー－

ノ関ノ関 。

－重＝一・

悪
．
』
毎

．
』
毎

晒５晒５

■

＝壷

須磨寺

神戸市須磨区須磨寺町4-6-8

TEL078-731-04.16

－－ｰ~舟
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星
賎
弼

壷
問
題

垂
川
筋

元町本通

ト
ア
ロ
ー
ド

楽

⑳

画犀画室

至巽

麺馴葺宮経因

深悪
園竪

目師=ﾃｺｸﾃｲ2Ｆ

③幕蛎デ

密室 ⑨東灘筈察署
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ロ
』
。

圭
可
、
姫
凹
ロ
ゲ
ゲ

ロ
』
。

圭
可
、
姫
凹
ロ
ゲ
ゲ

中
国
オ
ペ
ラ
〃
歌
仔
戯
〃
に
乞
う
ご
期
待
！

神
戸
南
京
町
で
は
、
昭
和
舵
年
に
日
中

友
好
と
神
戸
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、

「
春
節
祭
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平

成
９
年
に
は
神
戸
市
地
域
無
形
民
族
文
化

財
に
認
定
さ
れ
、
す
っ
か
り
神
戸
の
冬
の

風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
雄
龍
（
全
長
抑

メ
ー
ト
ル
）
と
雌
龍
（
全
長
弱
メ
ー
ト
ル
）

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
迫
力
の
龍
踊

り
、
２
メ
ー
ト
ル
も
の
足
桁
の
上
を
跳
び

は
ね
る
獅
子
舞
は
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き

の
連
続
で
す
。
他
に
も
優
雅
な
中
国
皇
帝

船
ク
ル
ー
ズ
、
海
外
旅
行
、
豪
華
商
品
が

当
た
る
ポ
チ
袋
く
じ
な
ど
見
ど
こ
ろ
は
尽

き
ま
せ
ん
。
２
月
１
日
に
は
、
楊
貴
妃
、

西
太
后
、
曹
操
、
諸
葛
孔
明
な
ど
、
歴
代

の
英
雄
を
真
似
た
仮
装
行
列
も
行
わ
れ
、

春
節
祭
ム
ー
ド
を
一
段
と
盛
り
上
げ
ま
す
．

今
年
は
、
台
湾
か
ら
雑
技
と
歌
仔
戯
を

迎
え
ま
す
。
歌
仔
戯
は
中
国
オ
ペ
ラ
の
こ

と
で
、
旅
芸
人
が
中
国
各
地
を
回
り
、
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
く
り
広

げ
ま
す
。
今
世
紀
最
後
の
年
で
あ
る
２
０

０
０
年
神
戸
南
京
町
春
節
祭
。
例
年
に
増

し
て
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
春
節
祭
に
期
待

し
て
く
だ
さ
い
！

瀞

黄棟和さん

(驚聴躯蕊）

瀞

E昭

ー畠ト｡■■画必厘

iiiii

中国皇帝船の神戸港クルージングも

、
『
姻
一
Ⅷ

『.、『.、

識 瀞識瀞

足桁の上で跳びはねる獅子舞 南京町広場を所狭しと暴れまくる龍踊り

Ｆ
■
Ｆ
■

￥￥

､､

ワンダーヂヤイナのパラダイス
而自唆賃の薬圃

神戸罰京可

青年華人工1－
ヤンチヤイファクトリー

本店／衿戸市中央区栄町通１８－９
ＴＥＬO78.831.1173

ＦﾊＸ､0花-331.3580

2号店／梓戸市中央区売珂通２－３１
TEL‘078.825.1400

FAXO78-32s1401

中園浄墨輸入専門商社
取扱品目／中産澄各澗食品･缶信･鈷渥
中国茶・天輝甘藷・滞課食品、紫油索具
･｢雪Ｏａ４縄雌J墨･陶閣翰卸・小室

株式会社

東栄商行

本社陳ホムj砥hjl字迦硫画玩種I曇郵ｔＩ
Ｉ弧XmQ21dnF

ﾄｧﾛｰｒ眉炉“員両Z$識]IuI恒銅垂3露1伺

元司屈i井鯛*Jh塑諏直1錨１，９郡31叡?8

従Br白l騨圃ｌ静”'１１蛎弟§、罫砿1包犀唾認
＊駒剛直神戸韓典醗可塑1“、“099麹１

由宜町左冒神F榊頬霜ｉｉ３８９１己鵡碩斗麺

Ⅳ労粛粛帥戸日宇央嘩箕逃1勺8面“32221箇

癖誕把ﾝｸ‘・創流11実XWulfZ鼻551画､零1妃6eSiK1

I，.ﾆｆＩ*戸齢越､鴫磐2561mQzg21錨・

揮鑑醗阻符戸巾9ﾂ鐸E樋Ｉ観Ｉ掴r、虻群時

油月Ｔ日mB3笛鐸５

中国料理

禁粂磯店

南京町店
神戸市中央区栄町通1-2-28
TELO78-391-1982

鵜j霜
(株)度記商行
皿神戸店／元町南京町
ＴＥＬ078戸331-1114

国大阪店／天神橋2丁目

■

広島
TEL，082542.8801

諜所/京都市南区吉i¥院
075692.3333

蕊零…
閉園四目

本店

中央区北長狭通3.3.2
,8宮391.4011

町店

神戸市中央区元町通１．１．１

ＴＥＬ.O78-391-5859
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神
ホ

ｍｅＧｗ１細GroullO噸６$似LI祁廊ｔｓ

広東菜鰭

鮮愛』飯J音
GUN･AlCANTONESEREST剛RANr

神戸市中央区元町通2-4-3

ＴＥＬ.Ｏ78-332-3635

本店

TEL､078.3325203

078.321-1972

大丸店
TELO78-333-2367

●
細面｡D･ケ

神戸

神戸Ｔｉ

ソケ元

区元町通2‐

1.333轡8769

創業大正四年

元幽豚霞頭

老祥記
神戸市中央区元町通2-1.14
ＴＥＬ､078-331-7714

営業時間１０：１５～１８：３０

（完売次第閉店）

海鮮広東料理

CHlNESEREgIﾝKURANT

白
冒 園

神戸市中央灰亮町遣1.3.7

TELO78-392-3389

鯉
神戸市中央区元町通1.38
TELO78-331-5435
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本
場
の
雰
囲
気
と
味
を
ど
う
ぞ

群
雲
飯
店
南
京
町
店
（
広
東
料
理
）

神
戸
に
６
つ
の
店
舗
を
も
つ
群
愛
グ

ル
ー
プ
。
本
格
的
な
広
東
料
理
に
こ
だ
わ

り
、
中
国
か
ら
直
接
仕
入
れ
て
く
る
と

い
う
ほ
ど
。
単
品
（
７
０
０
円
～
）
は
、

２
，
３
人
分
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
あ
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
で
数
品
を
注
文
す
る
の
が
上

手
な
食
べ
方
。

営
業
時
間
／
Ⅲ
時
釦
分
～
幅
時
灯
時
～
函
時
帥
分

定
休
日
／
火
曜
窓
０
７
８
．
３
３
２
．
３
６
３
５

「
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
一
着
は
」
と
い
う

人
に
お
薦
め
し
た
い
の
が
〃
好
好
パ
ー
ト

２
〃
・
１
階
は
小
物
や
雑
貨
が
主
で
す

が
、
２
階
は
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
が
ど
っ
さ

り
。
ど
れ
に
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
、
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
お
値
段
の
方
も
６
０
０

０
円
か
ら
と
お
手
頃
で
す
。

営
業
時
間
／
村
時
～
釦
時

定
休
日
／
な
し
盃
０
７
８
．
３
３
４
．
０
０
８
０

お
ま
か
せ

（
中
国
雑
貨
）

、

東南アジアの雑貨が

雫

ほつか'まっかの神戸コロッケをがぶり

り
。
ど
れ
に
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
し
ま

人
に
お
薦
め
し
た
い
の
が
〃
好
好
パ
ー
ト

０
円
か
ら
と
お
手
頃
で
す
。

さ
ん
が
、
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ

が
、
２
階
は
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
が
ど
っ
さ

２
〃
・
１
階
は
小
物
や
雑
貨
が
主
で
す

営
業
時
間
／
村
時
～
即
時

定
休
日
／
な
し
公
０
７
８
．
３
３
４
．
０
０
８
０

て
く
れ
ま
す
。
お
値
段
の
方
も
６
０
０

い
そ
う
で
す
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
皆

2階にはチャイナドレスがどっさり

胡

職i騨

中
国
食
材
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
い
中

華
料
理
を
つ
く
る
た
め
の
食
材
を
あ
つ

か
う
の
が
〃
匿
記
商
行
〃
・
高
級
ス
ー
プ

ウ
エ
升
ア
ー

の
素
〃
味
覇
〃
は
あ
ま
り
に
も
有
名
。
手

で
こ
す
る
と
波
が
現
れ
る
洗
面
器
〃
明

朝
銅
質
噴
水
魚
洗
〃
は
、
と
て
も
不
思
議
。

中
華
街
で
異
彩
を
放
つ
神
戸
コ
ロ
ッ
ケ

神
一
癖
コ
ロ
ッ
ケ
（
コ
ロ
ッ
ケ
専
門
店
）

平
成
元
年
に
南
京
町
に
１
号
店
が
オ
ー

プ
ン
し
た
コ
ロ
ッ
ケ
専
門
店
〃
神
戸
コ
ロ

ッ
ケ
〃
は
、
中
華
街
の
中
で
は
異
色
な
存

在
。
神
戸
の
ベ
ス
ト
ビ
ー
フ
に
北
海
道
の

男
爵
イ
モ
、
淡
路
島
の
玉
ネ
ギ
と
素
材

に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
て
一
躍
人
気
者

に
。
た
ち
ま
ち
行
列
が
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
ポ
テ
ト
コ
ロ
ッ
ヶ
の
他
カ
ニ

ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
種
類
も
豊
富
。

揚
げ
た
て
の
ほ
っ
か
ほ
か
を
ど
う
ぞ
。

魔
法
の
洗
面
器
を
お
試
し
く
だ
さ
い

震
記
商
行
（
中
華
食
材
）

定
休
日
／
な
し

壷
０
７
８
．
３
３
３
．
８
７
６
９

営
業
時
間
／
加
時
～
伯
時

営
業
時
間
／
加
時
～
伯
時

お
も
し
ろ
中
国
雑
貨
の
楽
園

ア
ン
チ
ヤ
イ
フ
ア
ク
ト
リ
ー

ＬＬ

東南アジアの雑貨が

卿
鋤

営
業
時
間
／
９
時
～
伯
時
釦
分

定
休
日
／
な
し
壷
０
７
８
．
３
３
１
．
１
１
１
４

胡

１日Ｌ‐Ｌ

』』

ｊ
可

とても気さくな施蓮常店長 あら不思議？だんだん波が

ブルース・リーのフィギュアはファン必見

東
南
ア
ジ
ア
の
ユ
ニ
ー
ク
な
雑
貨
が
所

狭
し
と
並
ぶ
店
内
は
、
ま
さ
に
雑
貨
の

宝
庫
。
買
い
付
け
に
行
っ
て
気
に
入
っ

た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
仕
入
れ
て
く
る
と

あ
っ
て
、
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
、
お
香
、

時
計
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ド
レ
ス
な
ど
お

も
し
ろ
雑
貨
が
ず
ら
り
。
２
号
店
は

「
ポ
ッ
プ
で
キ
ッ
チ
ュ
な
お
店
」
と
超
国
勲

店
長
が
言
う
だ
け
あ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
香
港
映
画
の
商
品
も
。

青
年
年
人
工
ｒ
本
店

営
業
時
間
／
拍
時
～
ね
時
制
時
～
即
時

定
休
日
／
水
曜
壷
０
７
８
．
３
３
１
．
１
１
７
３

青
年
牢
人
工
ｒ
２
号
店

営
業
時
間
／
ね
時
～
旧
時
制
時
～
如
時

定
休
日
／
火
曜
室
０
７
８
．
３
２
５
．
１
４
０
０

鮒

面白チャイナのパラダイス神戸南京町探検！
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秘
伝
の
タ
レ
に
清
け
込
ん
だ
手
作
り
焼
豚

新
生
公
司
（
焼
豚
）
』

と
ん
ち
ゃ
ん
マ
ー
ク
で
お
馴
染
み
の

〃
新
生
公
司
〃
は
、
南
京
町
の
東
の
玄

関
、
長
安
門
の
真
下
に
お
店
を
構
え
て

い
ま
す
。
店
頭
に
吊
る
さ
れ
た
手
作
り

焼
豚
が
、
い
き
な
り
食
欲
を
そ
そ
り
ま

す
。
「
吟
味
し
つ
く
し
た
良
質
の
素
材
の

み
を
使
い
、
手
作
り
な
ら
で
は
の
深
い

味
わ
い
を
お
届
け
し
た
い
」
と
森
治
良

社
長
。
鮮
度
の
高
い
上
質
な
豚
肉
を
秘

［
一

■

秘伝のタレがしみ込んだ風味豊かな焼豚
７

N…寮一 ＝､

=～

も

、河

１章下巳

－７篭

､璽冒有F１
己宅

鋤

長安門のすぐ左に証生した北京城。ライトアップされ幻想的な光景

を
中
心
に
、
小
物
、
ド
レ
ス
な
ど
の
雑

貨
も
。
２
階
は
中
国
製
家
具
や
工
芸
品
、

彫
刻
な
ど
高
級
品
が
並
び
、
そ
の
精
巧

な
つ
く
り
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
食
べ

て
、
見
て
楽
し
め
る
中
華
の
醍
醐
味
が

つ
ま
っ
て
い
る
の
が
北
京
城
な
の
で
す
。

北
京
城
中
国
料
理

営
業
時
間
／
平
日
村
時
釦
分
～
幅
時

打
時
～
即
時
、
分
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）

土
曜
洞
時
卯
分
～
柘
時
秘
時
釦
分
～
副
時

日
曜
・
祝
州
時
釦
分
～
朽
時
釦
分

定
休
日
／
火
曜
盃
０
７
８
．
３
２
６
．
６
５
５
７

北
京
城
物
産

営
業
時
間
／
平
日
何
時
～
旧
時
釦
分

士
日
曜
・
祝
洞
時
～
釦
時

盃
０
７
８
．
３
２
６
．
６
５
５
５

材上１ふ場名理０２ 約1000種類もの食材や雑貨がずらり

穴
狸
唖
会

職

新
生
公
司
元
町
本
店

営
業
時
間
／
８
時
～
打
時
釦
分

定
休
日
／
日
曜

公
０
７
８
．
３
９
１
．
４
０
１
１

新
生
公
司
南
京
町
店

営
業
時
間
／
ね
時
～
打
時
釦
分

定
休
日
／
な
し

盃
０
７
８
．
３
９
１
．
５
８
５
９

竃＊梢一列ざ

｢手作りならではの焼豚を」
と森治良社長

ご贈答、お土産にどうぞ

伝
の
タ
レ
に
漬
け
込
む
こ
と
型
時
間
。

そ
の
後
、
特
製
の
直
火
釜
で
じ
っ
く
り

焼
き
上
げ
る
〃
手
作
り
焼
豚
〃
・
さ
ら

に
、
ロ
ー
ス
部
分
を
賛
沢
に
使
っ
た
〃

手
作
り
ロ
ー
ス
焼
〃
・
高
級
味
噌
に
漬

け
こ
ん
だ
〃
焼
豚
味
噌
漬
〃
は
、
ご
贈

答
に
も
人
気
で
す
。

墨自=_と?_』:皇.ユ恥

議
竃＊梢一列ざ

､
寺
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正&やす

､Ｊもｐｈ

この街五皆さまとともに。

葵善
二罰哲ん雨若て

壁迩垂量鍾愛
図六甲
ドライブウェイ》

▲
ず

ご奉仕品､食料品は2年目以降も2％です。

※運転免許証などご本人さまを証明できるものと､銀行お届け出印をご持参ください。
※審査により､お申し込みのご希望に添えない場合もございますのであらかじめご了承ください。

六
零

戸

碓上bMj

瞭罰雨､而Y弱W】

二号春弾
瓶晶痴話

▲ご吾

雪J仲毎首閉軍

一室

這
つ
廻

涯
鞄
》②

芦屋市
▲

1目ｵ軌』」

-眼制

一
弐
》

鍔
》

噂§ _fbkJヨヨ今』

■昨蝿

ポイントを集めるとお買い物券をプレゼント。

そごうボイントカード

錘３局運

|’

会 員
募集中

ー０

阪湾

お買い上げ１００円につきフ％のポイントが付きます。
ご奉仕品､食料品は2％｡※生鮮食料品､酒類など一部除外品もございま説
ポイントがつくのは翌月一回払いのみで式

ポイントを集めると､<そごう>のお買い物券をプレゼント。
2,00,ポイントごとに2,000円分のそごうポイント券(お買い物券)と交換いたし弓謂も

ご入会から一年間は年会費無料。
次年度からも300円(税別)と、とてもお得で式

ご来店いただくだけで１０ポイント進呈。
家族会員カードを含む一口座につき､１日１回限り。

次年度より年間お買い上げ額に応じて、
ﾌ％から最大１０％までポイントがアップも

塗蒸：
雲

お申し込みはそごうポイントカードカウンター[本館9階］
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グー一一

お買い糊割引きと

沖縄脈行が当たるアンケートが付いた

メト、パスポート

[グﾘｺビｱ神戸｡、．g弓隠諏司〕

#蕊礎
且笈伽Z二三ラバ
）営業鯖悶.藤灘鰯譜；
R､名店会事蕊日謡繍,eｓｓｅ

美味体験

こうべ甲南
■フU包牙々

【埋扉文雌ｵ幽夕--ｺ

甲南漬本店

甲南漬(各種粕漬け)はもちろ

ん、神戸・兵庫の名産品など
も取り揃えております。

壷078-841-1821

営業９：００～１９：００(正月
三が日のみ体）

ﾐ､－４ｸ〆

:瀞
祷涛

P磯ii伽

霊雪

、

《､、
１

Ｃ
弗宮r旬I'Ⅱ引再ＨＰ、

Y穂;;;§』画

ださい。

営業１１：３０～１３：３０

(正月三が日のみ休み）

甲南漬資料館

高嶋酒類食品の130年にわた

る歴史に関する資料などを展

示。入館無料。

冠078-842-2508

見学時間
１０：００～１７：００

(正月三が日のみ体）

》
》

》

一一

壱裁頚隈彊⑪⑧ｎ年１局３１国

’8洞I]拘嚇１８と
仲抑帥出陣Jリンケー1ｬ"|IBO偶

メトＵﾉＭｊ１ｆｌｂ

酒泉木瓜お食事処平介茶屋
もつこう

オープンしたての立ち飲み処。かまどで炊いたふっくらご飯

歩入館に旬の漬け物、無添加熟成味
歩くための靴を追求するアシックスのお店。噌で作るみそ汁をお楽しみく

冠覆所。

眉日。

＝＝＝＝

〒658-0044神戸市東灘区御影塚町４丁目４－８

aO78-842-2508

JR六甲道駅から南へ徒歩15分阪神新在家駅から東へ徒歩3分
駐車場有り(観光バスも入れます）

抽
選
で
ベ
ア
鱈
組
様
を
雪１２

そば辰
西宮に本店のある老舗

カフェルシカ
シアトル風のオープンカフェ

こん芯に特典がいっぱいです！
齢得で楽しいメトロパスポート

§
一
坤
為
脈
血
２
泊
３
目
①
肺
』
に

堀
洲
Ａ
《
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
：
…
式
名
祷

患
．
皿
．
申
戸
亜
践
遣
一
様
）

瞬
池
Ｂ
メ
ト
ロ
き
り
ジ
ナ
ル
テ
レ
カ
・
・
●
印
名
捧

っ
角
上
淘
睡
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雲暑議

新しい光。新しい風.新しい時代一。

２１世紀に向けて新しい神戸を創ります。

2011)0．１．１

株
式
会
社
パ
ソ
ナ

代
表
取
締
役
社
長
南
部
靖
之

大
阪
市
北
区
小
松
原
町
一
一
一
’
三

電
話
（
○
六
）
六
三
六
三
’
八
四
○
四

Ｆ

Ｉｍ通I聴睡IfK愈諏､I砿i詞I皿晒mmmIiIf圃癖

』&
血

』&
血

蕊 斑斑
睦睦

凸一困凸一困

－画$＝

雲婆鵠急馳鱈風…

満目曲
一
」

堅』

●ﾛ

庁

宮

i阜蕊鐸雲霧雲叫鶴謬i雪rw…蒲
凸勺司舜

■■'

弾

大
阪
市
北
区
小
松
原
町
三
’
三

電
話
（
○
六
）
六
三
六
三
’
八
四
○
四

代
表
取
締
役
社
長
南
部
靖
之

（
順
不
同
）

7４

PHOTO／シンイチ

株
式
会
社
パ
ソ
ナ

横
山
倉
庫
株
式
会
社

取
締
役
社
長
横
山
台
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
恒
叱
通
八
‐
ｒ
、
品
九

屯
話
（
○
七
八
）
湯
一
一
》
五
一
亜
・
・
・

｜
バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

代
表
取
隠
社
長
小
椋
昭
夫

神
戸
巾
中
央
区
磯
上
通
．
．
‐
ニ
ュ
ー

髄
話
（
○
七
八
）
↓
・
・
｝
・
二
王
一
九
○
℃

圭
径
輪
運
輸
砿
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
〈
息
一
一
《
輪
吉
郎

代
表
取
撒
雁
長
堂
輪
武

神
戸
市
Ⅲ
区
騨
貯
．
Ｔ
一
』
ハ

砥
話
（
○
七
八
言
・
鼠
・
’
五
○
○
》
．

財
団
法
人
本
州
四
国
連
絡
道
路
管
理
協
会

理
事
長
加
瀬
正
蔵

神
戸
市
巾
央
は
雲
井
通
四
一
・
・

一
・
・
壱
里
衆
ピ
ル
四
階

電
話
〈
◇
●
七
八
）
呈
四
里
・
詫
八
菖
・
．

財
団
法
人
井
植
記
念
会

理
鞭
長
井
植
貞
雄

神
戸
市
垂
水
区
青
．
山
台
一
・
星
一

電
話
（
○
七
八
）
七
五
一
五
一
エ
六

株
式
会
社
瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

代
表
取
締
役
瀬
戸
本
淳

神
戸
市
中
器
怪
海
岸
通
・
Ｉ
一
・
一

神
戸
郵
船
ピ
ル

電
話
（
○
上
八
）
皿
・
一
．
望
・
一
○
》
・
『
Ｘ

安
井
勉
税
理
士
事
務
所

悦
理
七
安
井
勉

事
務
所
明
石
市
日
溢
美
師
四
二
八

踊
話
（
ｃ
七
八
）
九
幸
・
’
四
九
距
九

自
宅
神
戸
市
唾
水
区
歌
敷
山
諾
”
六
‐
・
六

晒
話
（
○
七
八
）
七
○
九
九
○
四
四

サ
ン
ョ
ー
環
境
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
促
出
中
正
郎

代
表
取
締
役
社
長
長
内
建
佑

神
戸
市
中
．
央
区
浜
辺
通
．
一
．
，
￥
・
・
七

毛
・
・
宮
国
際
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
別
館

砿
話
（
○
七
八
）
・
・
』
ハ
唾
・
○
電
や
。

有
占
特
許
事
務
所

所
長
・
弁
理
士
角
田
嘉
宏

神
戸
市
中
央
区
東
町
窓
・
詞
型
・
雫

貿
易
ピ
ル
二
階

電
話
（
○
七
八
）
龍
・
唱
哉
八
八
・
・
二
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軍'

謹 賀新年

7５

（
順
不
同
）

型塑

画や貝．一ヶ

豊
一
畢
》

琴
詣
《
癖
坐

．
，
Ｆ
》

一
屋
五蝋

mmEN1WiNm1 'u面

曇皇室･需卿
雨､,､N瓢X画ﾛ

ロ 塗尭三畳;凸』 画

Ｉ

幹

垂蝋謹
一一輔１

U■ヂ

ロマ魚』■

画
一

瀞三雲ヨ Ⅱ'ｴ

ア.弓可さ
Ｆ－足虫

一一一一＝戸

画一

重謂

東
亜
外
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
小
本
洋
雫
郎

神
戸
市
兵
庫
区
西
出
可
至
四
草
》

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
・
・
》
・
》

東
洋
紙
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
鬼
宅
浩

大
阪
市
浪
速
区
芦
原
．
’
一
・
｜

電
話
（
○
六
）
六
五
六
七
．
。
．
霊
罵

株
式
会
社
加
美
乃
素
本
舗

代
表
取
締
役
社
長
宮
崎
幸
量

神
戸
市
中
央
区
熊
内
横
通
一
一
部
‐
・
え
．
‐
》
五

電
話
（
○
七
八
）
・
一
三
一
・
・
四
五
血

株
式
会
社

コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
コ
ト
ブ
キ

代
表
取
締
役
社
是
細
谷
俊
雄

尼
崎
市
水
堂
則
四
一
・
正

敵
話
（
○
六
）
六
側
三
八
．
』
・
害
・
二
・

株
式
会
社
毎
円
放
送

代
表
取
締
役
会
長
薪
藤
守
慶

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
・
七
・

電
話
（
○
六
）
六
一
一
流
九
率
・
・
一
一
一
．

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

代
表
取
締
役
霜
寄
敏
文

明
村
市
朝
霧
町
旨
羊
・
瓦
華
・

晒
話
（
○
七
八
）
九
》
一
‐
一
五
七
○

関
西
西
宮
信
用
金
庫

題
聯
長
高
山
彦
一

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
員
葛
一
・
一
一

電
話
【
〉
七
八
）
三
三
一
一
・
五
郡
五
や

カ
ワ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
河
野
忠
博

神
戸
市
長
田
区
人
道
通
止
血

屯
斎
（
○
七
八
）
六
一
一
・
一
・
二
六
一

学
校
法
人
行
吉
学
園

神
戸
女
子
大
学
神
戸
女
子
短
期
大
学

神
戸
女
子
大
学
瀬
戸
短
期
大
学

卵
事
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